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建設中の脳卒中センターの完成イメージ（28年度開設予定）

置
は
市
単
独
で
は
難
し
い

の
で
、
県
へ
設
置
要
望
を

し
て
ゆ
く
。

問　

例
え
ば
准
看
護
学
院

と
介
護
福
祉
学
校
の
複
合

学
校
を
南
相
馬
市
へ
誘
致

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

今
の
市
の
最
大
の
問

題
は
、
生
産
年
齢
人
口
が

１
万
３
千
600
人
も
減
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
学
校

設
立
や
誘
致
は
し
た
ほ
う

が
良
い
の
は
そ
の
通
り

で
、
広
域
を
通
し
知
事
へ

直
接
要
望
も
し
て
い
る

が
、
現
実
的
な
対
応
が
必

問　

相
馬
地
方
の
看
護
師

数
は
、
震
災
前
で
県
平
均

よ
り
142
人
少
な
か
っ
た
状

況
に
加
え
、
震
災
に
よ
り

病
院
だ
け
で
も
更
に
173
人

も
減
っ
た
。
例
え
ば
、
双

葉
地
方
の
准
看
護
学
院
の

南
相
馬
市
へ
の
誘
致
や
、

原
町
高
校
生
へ
の
看
護
学

校
勧
誘
活
動
を
進
め
る
考

え
は
あ
る
か
。

答　

准
看
護
学
校
は
、
市

長
と
し
て
双
葉
地
方
や
福

島
県
知
事
へ
誘
致
・
要
望

活
動
を
し
て
い
る
。
高
校

は
、
従
来
は
、
広
域
組
合

の
事
務
局
に
高
校
へ
訪
問

さ
せ
て
い
た
が
、
今
後
は

私
も
直
接
話
を
し
た
い
。

問　

介
護
人
材
の
長
期
的

な
確
保
目
標
と
確
保
策

は
。

答　

29
年
度
ま
で
150
人
必

要
で
あ
る
。
現
在
の
、
介

護
研
修
講
座
を
充
実
し
、

新
た
に
小
中
学
生
対
象
の

教
室
を
開
く
。
介
護
福
祉

士
等
人
材
育
成
機
関
の
設

要
で
あ
る
。
初
任
者
研
修

制
度
を
無
料
で
行
う
等
の

現
実
的
な
対
応
を
進
め
て

ゆ
く
。

問　

生
産
年
齢
人
口
を
増

や
す
政
策
が
必
要
だ
。
雇

用
政
策
は
当
然
重
要
だ

が
、
同
時
に
、
医
療
・
介

護
、
教
育
の
三
つ
を
長
期

的
・
戦
略
的
に
考
え
る
べ

き
で
あ
り
、
今
後
も
議
論

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

企
業
立
地
・
誘
致
活
動

計
画
は

❷ 

市
の
教
育
の
方
向
性
と

目
標
は

❸ 

復
興
事
業
の
進
捗
率
と

改
善
策
は

常磐自動車道の開通式

変
化
し
て
も
、
そ
れ
が
道

路
の
宿
命
で
あ
る
と
思

う
。
道
路
行
政
に
つ
い
て

も
効
率
性
や
満
足
度
に
留

意
を
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
か

伺
う
。

答　

市
民
ニ
ー
ズ
を
し
っ

か
り
と
受
け
と
め
て
、
全

線
開
通
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

を
し
っ
か
り
活
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
先
日
も

開
通
式
に
合
わ
せ
て
国
交

大
臣
の
ほ
う
か
ら
４
車
線

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
検
討
す
る

と
い
う
お
話
し
が
さ
れ
ま

し
た
。
我
々
と
し
て
も
さ

ら
に
こ
の
道
路
の
利
活
用

を
含
め
て
、
国
と
、
そ
し

て
県
と
と
も
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で

あ
る
。

問　

常
磐
自
動
車
道
が
全

線
開
通
し
た
こ
と
か
ら
、

今
後
の
産
業
及
び
観
光
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

３
月
１
日
に
常
磐
自

動
車
道
が
全
線
開
通
し
た

こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
首

都
圏
と
流
通
が
活
発
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
既
存
企
業
の
事

業
拡
大
に
加
え
て
新
規
企

業
の
市
内
立
地
を
促
進
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
観
光
面
に
お
き

ま
し
て
は
相
馬
地
方
を
代

表
す
る
相
馬
野
馬
追
や
観

光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的

に
進
め
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
利
活
用
拠
点
施
設
を
発

信
基
地
と
し
て
、
道
の
駅

を
含
め
て
有
効
活
用
す
る

な
ど
し
て
、
交
流
人
口
拡

大
に
努
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

問　

高
速
道
路
の
開
通
に

よ
り
、
日
々
の
暮
ら
し
や

産
業
を
支
え
る
社
会
を
高

め
る
時
代
が
ど
の
よ
う
に

そ
の
他
の
質
問

❶ 

高
齢
者
支
援
策
は

❷ 

放
射
線
に
対
す
る
教
育

は

医
療
・
介
護
の

医
療
・
介
護
の復

興
策
は

復
興
策
は

高
速
道
路
を

高
速
道
路
を

活
か
し
た
振
興
策
は

活
か
し
た
振
興
策
は

門馬 和夫 議員

鈴木 貞正 議員

質問を終えて
　復興事業の四年間実績
は 1,450 億円、計画比
74％。少しでも早く！
かつ確実に！

一
般
質
問

質問を終えて
　事故は人ごとではない。車を運転して
いれば誰でも事故に遭う可能性がある。
安全に走ろう。
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年
４
月
以
降
と
し
か
言
え

な
い
状
況
で
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
は
放

射
線
の
影
響
、
運
営
形

態
、
場
所
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
、
避
難
指
示
解

除
か
ら
一
定
程
度
経
過
し

て
か
ら
の
再
開
と
な
る
。

　

病
院
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
が
大
変
厳
し
く
、
入

院
機
能
に
つ
い
て
は
総
合

病
院
等
と
の
連
携
で
対
応

し
た
い
。

問　

ス
タ
ッ
フ
確
保
が
難

し
い
の
は
わ
か
っ
て
い

す
る
人
間
形
成
に
努
め
て

い
く
。

学
校
司
書
の
配
置
を

問　

学
校
図
書
館
法
の
改

正
に
基
づ
き
、
現
在
取
り

組
ま
れ
て
い
る
学
校
図
書

館
支
援
委
員
を
、
現
在
取

り
組
ま
れ
て
い
る
教
育
振

興
基
本
計
画
に
、
学
校
司

書
と
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

答　

今
年
度
は
、
平
成
27

年
度
子
ど
も
読
書
推
進
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
も
あ

り
、
学
校
図
書
の
あ
る
べ

き
姿
も
議
論
さ
れ
る
こ
と

か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

虐
待
防
止
対
策
を

問　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
虐
待
防

止
に
つ
い
て
、
南

相
馬
市
地
域
福

祉
計
画
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
計

画
、
高
齢
者
総

合
計
画
、
男
女
共

同
参
画
が
策
定

さ
れ
、
虐
待
防
止

る
。
そ
れ
で
も
病
院
の
再

開
を
目
指
し
て
努
力
す
る

の
か
。
再
開
の
意
思
が
無

い
の
か
。

答　

総
合
病
院
で
ま
ず
手

当
し
て
い
く
。
小
高
病
院

再
開
問
題
を
議
論
す
る
時

期
で
は
な
い
。
条
件
が
整

う
努
力
は
す
る
。

問　

病
院
再
開
の
意
思
が

な
い
と
受
け
止
め
る
。

対
策
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

児
童
・
女
性
・
障
が
い
者
・

高
齢
者
の
窓
口
を
1
つ
に

し
た
虐
待
防
止
対
策
課
を

設
け
る
考
え
は
。

答　

虐
待
通
報
の
際
、
専

門
的
知
識
を
持
つ
職
員

が
、
実
態
把
握
や
情
報
収

集
を
迅
速
に
行
い
、
専
門

的
団
体
と
の
連
携
を
図
る

た
め
、
健
康
福
祉
部
内
、

福
祉
事
務
所
の
所
管
で
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
む
。

問　

小
高
区
の
「
医
療
、

介
護
、
教
育
・
保
育
」
は
、

崩
壊
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
再
開
は
困
難
を

極
め
ま
す
。

　

医
療
は
診
療
所
だ
け
で

済
ま
せ
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
入
院
も
で
き
る

医
療
機
関
の
再
開
と
、
入

所
施
設
も
含
め
た
介
護
の

再
開
は
、
避
難
指
示
解
除

と
同
じ
と
き
に
再
開
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
道
筋
と
、
準
備
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

　

さ
ら
に
、
小
中
学
校
と

幼
稚
園
、
保
育
所
の
再
開

は
、
避
難
指
示
解
除
の
時

期
と
は
同
一
時
期
に
は
な

ら
な
い
ま
で
も
、
そ
の
再

開
の
道
筋
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
施
設
は
職
員
確

保
が
課
題
で
あ
り
、
学
校

再
開
で
は
保
護
者
の
意
向

や
帰
還
状
況
を
踏
ま
え
る

必
要
が
あ
り
、
２
０
１
６

憲
法
の
基
本
的

人
権
を
守
る
教
育
を

問　

教
育
基
本
法
の
中
に
、

憲
法
の
三
大
原
理
、
国
民

主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
、
平
和
主
義
が
あ
る
が
、

人
間
形
成
に
お
け
る
、
基

本
的
人
権
の
教
育
は
。

答　

児
童
生
徒
が
、
発
達

段
階
で
人
権
の
意
味
と
内

容
を
理
解
し
、
自
分
の
大

切
さ
に
加
え
、
他
人
の
大

切
さ
を
認
め
、
命
を
大
切

に
す
る
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
、
様
々
な
場
面
で
具

体
的
な
態
度
や
行
動
を
表

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。
今
後

も
、
基
本
的
人
権
を
尊
重

質問を終えて
　「小高区に戻る条件を何が何
でも整えていく」という意思
が感じられませんでした。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

避
難
指
示
解
除
の
大

前
提
は
徹
底
除
染

❷ 

有
害
鳥
獣
駆
除
の
一

層
の
強
化
を

❸ 

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
全
市

民
事
前
配
布
を

そ
の
他
の
質
問

❶ 

中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
制
定
は

❷ 

中
心
市
街
地
活
性
化
策

は
❸ 

国
営
復
興
祈
念
公
園
誘

致
は

地震被害の復旧もしないままの小高病院

小
高
の
医
療
・

小
高
の
医
療
・

介
護
・
教
育
等
は

介
護
・
教
育
等
は

見
通
し
を
も
っ
た

見
通
し
を
も
っ
た

生
活
再
建
を

生
活
再
建
を

渡部 寛一 議員

小川 尚一 議員

質問を終えて

　教育長、長い間お疲
れ様でした。今後も南
相馬市の教育を暖かく
見守っていて下さい。

期待される「南相馬市教育
振興基本計画」策定

一
般
質
問


